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論文内容の要旨

本論文はVLSI の自動レイアウト設計に関する研究成果をまとめたもので，全 9 章から構成されて

いる。

第 1 章緒論では， VLS 1 の自動レイアウト設計に関するこれまでの研究と課題について述べ，本研

究の目的を明らかにしているo

第 2 章では，バイポーラやMOS等のデバイス技術を用いて実現された相異なるチッフ。構造を持つゲー

トアレイ向きの配線手法について考察し，いくつかの実行結果を示しているo

第 3 章では，ゲートアレイ配線設計におけるクーローパル配線算法について考察しているo 適用結果に

より，本算法が配線の迂回を少なくし，配線の混雑度を均一化することを示している。

第 4 章では，ゲートアレイの配線設計において，幹線(配線経路の水平成分)閣のサイクリックな上

下制約を除去することを目的として，信号線を論理的に等価な端子間でどのように割り当てるかを決定

する端子割当算法を考察し，いくつかの実行結果を示しているo

第 5 章では，ゲートアレイの詳細配線設計において使用される水平トラック数を減少させるために，

幹線の折り曲げ位置を決定する幹線分割算法を考察し，適用結果により本算法が有効であることを示し

ている。

第 6 章では，ゲートアレイのセル配置が定まった段階において，チップ全体の配線に必要な水平トラッ

ク数を予測する問題について考察し，これがある範囲内にあることを理論的に証明している。次に自動

配線プログラムにおいて使用される水平トラック数がほぼ上記の範囲の上限に等しいことを示しているo

第 7 章では， トランジスタアレイの特徴をいかしたレイアウト手法について考察しているo 適用結果

-586-



により，本手法がRAM/ROMを含む回路の高密度なレイアウトを自動生成できることを示しているo

第 8 章では， レイアウト設計を短期間にかっ高密度に， しかもパターン設計規則と独立に行うための

シンボリックレイアウト手法について考察している。シンボリックレイアウト手法とは， トランジスタ，

コンタクト，配線などに対してシンボルを定め，これらのシンボルの相対的な位置関係によってレイア

ウトを表現し，それらに対してコンパクションを行って最終的なマスクパターンを生成する手法であるO

適用結果により，本手法が有効であることを示しているo

第 9 章では，本研究で得られた成果を要約し，本論文の結論を述べている。

論文の審査結果の要旨

VLSI の高性能化および多機能化の要請が強まり， VLS I の設計複雑度が急激に増大しようとし

ているが， これに対処する設計自動化手法の新たな展開が望まれているO

本論文はVLSI の自動レイアウト設計における設計品質の向上をはかるために行った研究成果をま

とめたもので，以下の成果を得ているo

(1) バイポーラやMOS等のデバイス技術を用いて実現された相異なるチップ構造を持つゲートアレイ

向き配線手法を提案し，その有効性をいくつかの実行結果により検証している。

(2) ゲートアレイの配線設計において，迂回配線による配線長の増大を評価しながらクゃローパル配線を

行う算法を提案し，迂回配線の減少と配線混雑度の均一化を実現しているo

(3) ゲートアレイの配線設計において，信号線を論理的に等価な端子間でどのように割り当てるかを決

定する端子割当算法と幹線(配線経路の水平成分)の折り曲げ位置を決定する幹線分割算法を提案し，

高い配線率を実現している。

(4) ゲートアレイのセル配置が定まった段階において，チッフ。全体の配線に必要な水平トラック数の予

測値を理論的に導出しているo 更に，この予測値が自動配線において使用される水平トラック数とほ

ぼ一致することを実験により検証し，この予測値を小さくすることがセル配置設計の 1 つの指針とな

ることを示している。

(5) トランジスタアレイの特徴をいかしたレイアウト手法を提案し， RAM/ROMを含む回路の高密

度なレイアウトの自動生成を実現している。

(6) シンボリックレイアウト手法において， レイアウト設計を短期間にかっ高密度に， しかもパターン

設計規則と独立に行うためのシンボルの定義方法， シンボルの配置方法，およびコンパクション手法

を提案し，適用結果によりその有効性を確認しているo

以上のように，本論文はVLSI の自動レイアウト設計，すなわちゲートアレイの配線設計， トラン

ジスタアレイのレイアウト自動生成，およびフルカスタムVLSI のシンボリックレイアウト設計，に

おける実用上有用な算法を開発したものであり， VLS I の自動レイアウト設計の分野に寄与するとこ

ろが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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